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[水稲部門 令和２年度 指導参考資料]  

事 項 名 
水稲高密度播種苗栽培における葉いもち及びイネミズゾウムシに対する側条施薬による

防除法 

ね ら い 

水稲高密度播種苗栽培は育苗箱の使用枚数を削減できる技術だが、従来の箱施用（50g/

箱）では 10a 当たりの薬量も減少するため、防除効果が低下する懸念があった。そこで、

移植時に側条施薬する防除方法を検討した結果、葉いもち及びイネミズゾウムシに対して、

安定した効果が認められたので、参考に供する。 

指 

 

導 

 

参 

 

考 

 

内 

 

容 

 

１ 高密度播種苗栽培における育苗箱施用の葉いもちに対する防除効果 

   育苗箱施用は、高密度播種苗において葉いもちの発生が多い場合防除効果が劣る傾

向が見られた。高密度播種苗栽培では育苗箱施用を避ける。（図１） 

 

２ 側条施薬による防除法 

 高密度播種苗栽培において、田植機に装着する移植同時側条施薬機を用い、薬剤を

10a 当たり１kg側条施薬することで、葉いもち及びイネミズゾウムシの防除ができる。

（図１、表１） 

 

３ 移植同時側条施薬機は、事前に薬剤の吐出量を確認、調整してから使用する。 

 

 

期待される

効 果 

１ 薬剤を移植同時に施薬することで、省力化が期待できる。 

２ 常に一定量の薬剤を必要な分だけ施用することができ、効果の安定化及び低コスト化

が期待できる。 

 

利 用 上 の 

注 意 事 項 

 

 

 

 

 

１ 本資料は令和元年 11月 19 日現在の農薬登録内容に基づいて作成した。 

２ 農薬を使用する場合は、必ず最新の農薬登録内容を確認して使用者の責任のもとに使

用すること。 

「農薬情報」（http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_info/） 

「農薬登録情報提供システム」（http://www.acis.famic.go.jp/index_kensaku.htm） 

 また、短期暴露評価の導入により使用方法が変更された農薬は、登録内容の変更前で

あっても、変更後の使用方法で使用すること。 

３ 播種量 240～250g/箱（乾籾）の高密度播種苗で実施した試験結果である。 

４ プロベナゾール剤による葉いもちに対する試験結果及びクロラントラニリプロール 

 剤によるイネミズソウムシに対する試験結果である。 

５ イネミズゾウムシ成虫に対する防除効果は低い。 
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【根拠となった主要な試験結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

表１ クロラントラニリプロール剤によるイネミズゾウムシに対する防除効果                 

                                 （令和元年 青森農林総研） 
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0.85 0.83 0.88 0.99 0.70 0.51 0.51 0.79 1.25 1.80 1.02 
(kg/10a) 薬剤施用量（実測値）

（注）１ 品種 「ゆめあかり」（いもち病抵抗性は葉：中、穂：やや弱） 
   ２ 播種量 乾籾 240g/箱（H29）、250g/箱（H30、R1） 
   ３ 施肥(kg/10a) N11+3（H29,H30）、N11+4（R1） 
   ４ 供試薬剤 P1：シアントラニリプロール・プロベナゾール粒剤（Dr.オリゼパディート粒剤）、P2：クロラントラニリプロール・

プロベナゾール粒剤（Dr.オリゼフェルテラ粒剤）、P3：フィプロニル・プロベナゾール粒剤（Dr.オリゼプリンス粒剤６）、

P4：フィプロニル・プロベナゾール粒剤（ファーストオリゼプリンス粒剤６） 
   ５ 施薬方法 移植時側条施用（設定 1kg/10a、H29 はＫ社製試作機、H30、R1 はＫ社製 SSY6 を使用）、 

          移植時箱施用（50g/箱）、播種時箱施用（播種時覆土前、50g/箱） 
   ６ 10a 当たり使用箱枚数 H29：高密度播種苗 14 枚、中苗 36 枚、H30：高密度播種苗 10.2 枚、中苗 20.4 枚、R1：高密度播種苗

15.7 枚 

   ７ 無処理区の発生状況 H29：中発生、H30:少発生、R1：中発生 

（注）播種：5月 1日（乾籾 250g/箱）、移植：5月 23 日、側条施薬（設定 1kg/10aＫ社製 SSY6 を使用） 

   使用箱枚数：約 15.7 枚/10a 、放虫：畦畔シートで 0.8×1.5m を囲い、上部に網を掛けた 25 株に、成虫 25 頭を放飼。 

   幼虫数は各区 10 株の根部に寄生している虫数を調査。 

図１ プロベナゾール剤による葉いもちに対する防除効果 （平成 29～令和元年 青森農林総研） 
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